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令和６年度水産基盤整備調査委託事業 「漁港釣り施設、釣り教育施設に関する調査」 

【事業の目的】 ※一部抜粋

特に、釣り（遊漁）関連施設の設置・運営は、海業の推進において中核的な取組となりえる。しかしながら、釣

り関連施設の運営には採算性を考慮した事業としてあるべきだが、そのノウハウが地域や施設ごとで独特であり、

釣り施設の導入を検討したい地域においても一歩踏み出しづらい状況になっていると考えられる。

 

また、「子供釣り場」は、青少年の健全育成や教育的効果等、海業としての波及効果、相乗効果は高いと考えら

れるが、子供を安全に受けいれられるルール・マナー等の普及や環境が体系的に整備されているわけではなく、

具体的なプログラムや施設運営には検討すべき課題が多い。 

本調査は、海業として高いポテンシャルを有する釣りを今後海業の中核的な取組として推進していくために、施

設運営のノウハウ等を体系化し、教育に活用するための情報収集や各地区における実現可能性の検討等を行い、

釣り施設・教育施設（子供釣り場）の設置・運営に関する参考資料案としてとりまとめ、漁港における釣り（遊

漁）に関する海業の取組促進に寄与することを目的とする。 



水産庁 海業の推進HP https://www.jfa.maff.go.jp/j/keikaku/230718.html













水産庁 海業の推進

漁村では、全国平均を上回る速さ
で人口減少や高齢化が進行してお
り、漁村のにぎわいを創出してい
くことが重要な課題。
豊かな自然や漁村ならではの地域
資源の価値や魅力を活かした「海
業」※の振興により、雇用機会の
確保と地域の所得向上を図ること
が必要

特に漁港は、狭隘(きょうあい)な
漁村において静穏な水域と事業用
地が確保され、海洋資源の利活用
を行いやすく、近年の消費者が求
める「モノ消費」から「コト消
費」を実践していくことが可能

水産庁では令和4年3月に閣議決定
された水産基本計画及び漁港漁場
整備長期計画において「海業の振
興」を位置付け







No. 市町村  対象漁港等 申請者 取組内容

1 根室市 歯舞漁港
根室市

歯舞漁協

コンブ漁業体験インターシップ制度、組合施設（衛生管理型市場・防災施設・海業支援施設）の学生受け入

れ、地元漁業者と合同でイベント開催、地域小中学生を対象とした水産学習・施設見学、遊覧船の運航、海

業支援施設での地元水産加工品製造　等

2 寿都町 寿都漁港 寿都町

道の駅・浜直市場を中核とした水揚品・加工品販売、高付加価値品の開発・販売、マリンスポーツ事業、観

光船、漁船クルージング、磯遊び、海の体験プログラム、プレジャーボートやヨットの係留・保管・貸出、海

洋観光体験を付加した宿泊コンテンツ（寺泊）　等

3 泊村 盃漁港 泊村
「北海道とまりカブトサーモン」の販促用ポスター・ステッカー作成、生食用に冷凍加工し、ふるさと納税

返礼品として活用、生食用以外の加工品の開発、規模拡大のための養殖環境整備、ｺｽﾄ削減手法等の検討　等

4 神恵内村 神恵内漁港 神恵内村

漁港内の老朽化施設や用途廃止した施設を再整備し、ウニの陸上養殖施設を整備、ウニの陸上養殖施設に見

学スペースと加工品作りを体験できるスペース設置、地域商社を設立し国内外の販路開拓・商品開発、漁協

女性部による商品開発・販売　等

5 古平町 古平港
古平町

東しゃこたん漁協

漁港内にある老朽化研修施設の一時滞在可能施設への整備、地域おこし協力隊による空き家リノベーション

等漁港を核とした滞在型観光、教育学習、水揚げ風景の船上ツアー・市場見学・競り体験ツアー等観光プロ

グラム、地元水産物を活用した商品開発、PR活動の展開　等

6 苫前町 苫前港 苫前町

新規事業者や高齢漁業者等がICTブイを活用しながらウニ・タコ等の蓄養、悪天候時の出荷や需要期における

出荷等が可能な環境づくり（エサにブルーカーボンに貢献できるコンブを養殖）、キャンプ場やイベント、直

売所・レストランで畜養した水産物の出荷・販売　等

7 白老町 白老港
一般社団法人

SHIRAOI PROJECTS

元漁師、釣り好きの町民による漁港ガイド、遊漁船を活用し、リピーターを獲得するサービスの開発、遊漁船

予約プラットフォーム、「釣り文化振興モデル港」を参考に有料釣り場の開設、港に活気をもたらすイベン

ト、陸上養殖業　等

8 羅臼町 羅臼漁港 羅臼町 

観光船乗り場の整備、大型クルーズ船係留、既存の取組と連携したオプショナルツアの拡充、フリー散策手引

きの作成、シャトルバスの運行、キャンプ場を活用した漁業者と宿泊者の交流イベント、海洋深層水散布に

よる藻場繁茂、ブルーカーボン効果算出　等

「海業の推進に取り組む地区」北海道分を抜粋 ※全国で54件（令和６年３月26日）

5年間でおおむね500件の漁港における新たな海業等の取組実施に向けて、水産庁が、個別に助言や海業の推
進に関する情報提供等を行い、取組を積極的に支援する地区として、「海業の推進に取り組む地区」を決定。



北海道内の事例（8漁港）

【増養殖】

陸上養殖施設、海面養殖施設、生産～加工～流通、学習

【漁業体験】

施設見学、セリ体験、漁船クルーズ、ガイド

【ブルーカーボン】

コンブ養殖、海洋深層水による藻場造成

【付加価値化、販売】

加工品製造、浜直市場、飲食、販路開拓

【その他】

大型クルーズ船岸壁、プレジャーボート、マリンスポーツ

磯観察、キャンプ場、有料釣り場、渚泊、二次交通



【デマンドチェーン】

消費者の需要を軸に市場へアプローチをかけ、供給者側へ需要に関する情報を遡及させていく業務連鎖。

市場調査や購買情報の収集、または市場へ需要を作りに行く営業活動などが挙げられる。

【サプライチェーン】

「供給の連鎖」。 原材料の調達から生産、加工、流通、そして販売により消費者に提供されるまでの一連のプロセス（流れ）を

指すものであり、この一連のつながりを鎖（Chain）に見立てた言葉。

【バリューチェーン】

「価値連鎖」。企業における各事業活動を価値創造のための一連の流れとして捉える考え方。企業の事業活動は原材料調達か

ら製造、流通、販売を経てアフターサービスにいたるまで多岐にわたります。それぞれの事業活動が役割や機能を持ち、価値

を創出している。しかし企業が創造する付加価値は、活動ごとに生み出された価値を単純に合計したものではなく、それらが

複雑に絡み合い、全体最適化されて生み出された連鎖する価値と捉える。





「生産空間」とは、農林水産・観光に係る場のことで、北海道総合開発計画に位置付けられた新たな

概念です。北海道において、農業・漁業の生産は主に地方部で行われ、また、観光資源・地域資源も

地方部に広く分布しています。しかしながら、全国に先だって急速に進行している人口減少・高齢化や、

北海道特有の広域分散型社会と相まって、これらの「食」・「観光」を担っている「生産空間」で暮らす

人々の生活が困難になるおそれがあります。そのため、「生活サービス」を市街地（地方部の市街地）

に、「いのちの安心」を最寄りの大きなまち（圏域中心都市）に、それぞれ頼りながら、「生産空間」に

住み続けられる北海道型の地域構造の保持・形成が重要です。 （2024年よりおおむね10年間）





NPO法人海に学ぶ体験活動協議会（CNAC）は、

国土交通省港湾局が推進する海辺・みなとにおける環境教育・自然体験活動を促進するため、

海辺やみなとを活動の場とするＮＰＯ等とのネットワーク化を目的として、

２００７年にＮＰＯ法人として設立されました。

※海洋基本法 ２００７年７月施行







積丹半島からの挑戦 地域商社キットブルー

～神恵内村・岩内町・泊村 3つのまちから「売れる」をつくる～
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ニセコリゾート

新千歳空港

札幌市

小樽市

Kamoanei 神恵内村

Iwanai 岩内町

Tomari 泊村



計画生産 計画出荷 資源管理 品質保証 新しい味 機能性 輸出 インバウンド 越境EC

商品開発のキーワード

ウニ・ナマコからはじまる地域商社プロダクト
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いつしか、北海道で
最も人口の少ない漁村へ
（ 745人 2024年４月30日現在）

25

• かつてはニシンの大漁場所

• スケトウダラ、サケ・マスも昭和の時代に獲れ

なくなり、汽船漁業が衰退

• ウニ・ナマコ・アワビを獲る浅海漁業は漁獲の

大切な部分を占めていたが、磯焼けが進み、

これらの生産も大きく減少

• 荒れる日本海に海面養殖は不向き

• 北海道日本海沿岸が共通で抱える課題

• 洋上風力発電有望地域

• 高レベル放射性廃棄物処理「文献調査」



藻場（海のゆりかご）

磯焼け（海の砂漠化）

・海水温の上昇

・貧栄養

・ウニの食害 など

生物多様性

生物生産

例えば「ウニの身が入らない」



対馬暖流

東樺太海流

親潮

貧栄養

富栄養

日本海

オホーツク海

太平洋



〇海域別で見た漁協組合員1人当たりの生産額（令和３年）

日本海海域
 1,152万円

オホーツク海海域
5,060万円

海域間の格差

（出典：北海道水産業・漁村のすがた2023ー北海道水産白書ー, 道水産林務部）

日本海 神恵内村の海は、

・海の栄養が少ない → 生物生産が少ない

・冬の季節風（北西風）が強い → 海面養殖施設には不適

4.4倍



各海域の沿岸漁業生産および栽培漁業生産（令和3年）



磯根資源：ナマコ＋ウニ＋コンブ合計139億円（27％）

日本海の生産量および生産額（令和3年）



年々生産量は減少、地球環境変動により生育環境も悪化している

ウニの海面漁業漁獲量累年統計





販売戦略① 商圏における端境期を狙い、高価格で出荷

販売戦略② 通年の安定的な計画出荷で、商品力を高める

端境期

各地のウニ漁期カレンダー



ウニ食害による磯焼け
身入り悪

藻場とウニがバランスしている
身入り良

ウニ除去により藻場の
拡大が期待できる

ウニ肥育により商品化

深場のウニは、来年、
浅場に移動し漁の対象

となる資源！

浅場は波による流れで
食害が防がれる

日本海沿岸の藻場とウニの関係





藻場の再生

養殖コンブ

ブルーカーボンによる
排出権取引

流出する海藻を餌料としたウニ



洋上風力発電



ヒトデ・カニ・魚類等による
ウニ種苗への食害

洋上風力による再生可能エネルギーを活用し、全国的に需要の高いエゾバフンウニやキタムラサキウニの養殖にチャレンジ。
資源維持のため各地で計画的な種苗の放流も行われているが、磯焼けへの影響もあるため、ウニ種苗の放流には海藻類の保全と合わせた特段の
配慮が必要。

再生可能エネルギーを活用したウニの陸上養殖

高付加価値な収益源となるウニ陸上養殖の検討

海藻類を根こそぎ食べて
しまうウニによる磯焼け

IoTを活用した温度管理、
給餌等による品質の安定化

漁業地域資源となる陸上養殖技術開発

養殖技術の確立・実証期間

販売戦略立案・ブランディング 本格稼働へ

・種苗の確保
・餌となる海藻、野菜等の確保
・温度管理、給餌技術の確立
・出荷時期の同定

・安定した販路の確保
・域内での販売戦略、飲食、観光との連携
・域外の販売戦略
・産地形成、ブランディング戦略



・新たな担い手の確保
・移住定住の促進
・海外からの研修者受け入れ
・SDGs、地球温暖化の聖地に

実証設備洋上風力発電 商業運転

陸上養殖技術

見学・視察

実証設備 実稼働設備 新たな種・拡大施設

人材育成 研修受入研究集積地化

移住定住促進
少子高齢化対策

関係人口・交流人口増大
久米島発産業技術の普及

洋上風力発電の本格導入を契機とした、経済成長シナリオ進展のための人づくり

視察対応
観光資源化

・地域住民の雇用創出
・技術者、指導者の育成
・学生、教員、研究者等の滞在
・長期滞在者による地域消費増
・体験農漁業、ワーケーション

・有料での視察対応
・地域観光資源の活用
・戦略的な国策誘致
・滞在者による消費増

エリア地域資源の
再発掘

地域ホスピタリティの向上

持続可能な教育のまちづくり



HILTON

帝国ホテル

イオン

大手ホテル・スーパーの水産物調達基準



地域経済の活性化に向けた仕組みづくり

【神恵内村】

水産業・観光業
（新たな産業創出も）

商業・サービス業
（新たな産業創出も）

所得

消費所得

公共サービス

基盤産業

非基盤産業

【トレンド】 国際環境の変化 、 気候変動・自然災害、感染症 、 人口減少・少子高齢化
技術進展（Society5.0） 、 インフラ等の老朽化 、 暮らし・働き方等の変化 等

税 税 税

【村外】

国内市場

海外市場

• 国内や海外との取引、越境ECの展開。
• 国内外からの投資の呼込
• 技術のパッケージの展開（販売）。

企業等

投資売上

【神恵内村の新たな地域経済循環の仕組み】

村民





地域の子供たちが

「この仕事をしたい！」

と思うこと



Thank you for listening.
Eiji Otsuka
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